
 桑名市立中央図書館発！ 

『図書館が伝える地域情報  

 はまぐり・しじみを育む桑名の漁業』
を刊行しました！ 

  
桑名の猟師町赤須賀では450年以上前から漁が行われています。豊かな栄養

を含んだ木曽三川が伊勢湾に注ぐ汽水域は、かつて、盛んに漁業が営まれてい

ましたが、高度成長期の生態系を無視した開発や水質汚染、地盤沈下等による

生息環境の悪化で漁場や魚種、漁獲量は激減していきました。 

しかし、桑名の漁業を守るため、地元漁師さんたちは先人の教えを受け継ぎ

ながら、干潟の保全と種苗生産の成功による稚貝放流、環境保全と厳格な資源

管理等に努め、資源回復に向け尽力しています。 

桑名市立中央図書館では、赤須賀漁業協同組合の方々と連携し、先人から受

け継がれる自然との向き合い方や環境保全の知恵と工夫、資源管理下の漁など

をとりまとめた郷土資料を作成しました。 

図書館は地域の情報拠点として、きらりと光るまちの情報を発掘してとりま

とめ、「図書館の生きた地域資料」として記録し、さまざまな地域情報を発信

していきます。 

『図書館が伝える地域情報 はまぐり・しじみを育む桑名の漁業』 
 （桑名市立中央図書館／編集・発行，赤須賀漁業協同組合／監修，2016.3，全50頁） 
 


